
尾張旭市議会議長殿

一般質問(代表・1佃丕1)通告書

ー.^.

尾張旭市議会会議規則第50条第1項の規定により 9月定例会において

呂1蜂氏のとおり質問したいので通知します。

なお、質問事項の件数及び質問方法は、下記のとおりです。
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別紙                    氏 名  さかえ 章演  

質 問 事 項 

 

№  １   

本市の保育所等整備の方向性について 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

（１）民間保育所等を緊急公募した理由・背景について 

本市は令和６年４月１日時点の待機児童は15名発生している。市は待機

児童ゼロの達成を目指して緊急対策として、令和６年７月に小規模保育事

業所を新たに１か所開設したことに加え、令和７年４月には小規模保育事

業所１か所、令和８年４月には民間保育所の開設に向け、公募を実施して

いる。保育所の新設は、平成24年度に開設した「レイモンド庄中保育園」

以来のことだ。 

現在、令和７年度から５年間の次期「尾張旭市子ども・子育て支援事業

計画」の策定中であるが、このタイミングで民間保育所の公募に踏み切っ

た理由と背景について伺う。 

    

（２）公募の現状と今後のスケジュールについて 

   公募の応募数やプロポーザルの進捗及びスケジュールについて伺う。 

 

（３）民間保育所開設による保育需要への影響と保育所整備の方向性について 

小規模保育事業所及び民間保育所開設による保育の定員増加見込みを受

け、令和７年度からの次期「尾張旭市子ども・子育て支援事業計画」で保育

需要の見込み量の算出作業を進めているところだと思うが、令和８年度から

始まる、親の就労の有無によらず利用可能な「こども誰でも通園制度」など

の新たな保育需要にも対応できる受け皿対応も含め、待機児童が発生しない

提供体制に注視すべきと考える。 

  ア 今後の保育需要の影響について 

  イ 保育所整備の方向性について 

 

（４）利用保留児童の解消と育休退園の廃止の提案について 

 ア 利用保留児童の解消について 

    希望の保育園に入れず入園保留した利用保留児童は、昨年度より62

人増え、今年度218人となってる。その解消策について伺う。 

  イ 定員拡大による育休退園の廃止について 

※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  さかえ 章演  

質 問 事 項 

 

№  ２   

公園愛護会の役割と都市公園管理の在り方について 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

都市公園の維持管理の一部は、各地域の公園愛護会が定期的に除草・清掃作

業を行っているが、実際は自治会・町内会等の事業で、その作業負担の多さな

ども、役員の成り手不足や町内会脱退の一因になっている。都市公園の維持管

理についての在り方を見直す必要性を強く感じ3点質問する。 

 

（１）都市公園の管理について 

  ア そもそも都市公園等の維持管理は誰が行うのかについて 

  イ 近隣市の都市公園の管理状況について 

  ウ 維持管理費予算の推移について 

 

（２）公園愛護会の活動内容の見直しについて 

   尾張旭市公園愛護会活動推進事業実施要綱には、除草、清掃等の維持管

理等の活動を自発的に行う団体に対し報償金を交付するとなっているが、

任意ではなく、自治体・町内会が慣例的に半ば強制的に請け負う作業にな

っているのが現状である。そこで４点に分け市の見解を伺う。 

  ア 各公園愛護会からの苦情等について 

  イ 地元負担の軽減について 

  ウ 活動内容の見直しについて 

  エ 近隣市の公園愛護会の活動内容について 

 

（３）指定管理者制度を活用した維持管理の提案について 

  ア 指定管理者制度を活用している近隣市の状況について 

  イ 本市と公園愛護会活動との役割分担について 

  ウ 本市の都市公園の指定管理者制度導入の提案について 

 

※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  さかえ 章演  

質 問 事 項 

 

№  ３   

「尾張旭市生活道路整備基本計画」について 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

本市では、尾張旭市第六次総合計画において、「ひと」に焦点を当て、快適

で心やすらぐ住環境を一層向上させるとともに、魅力と活気があふれるまちづ

くりを進めることで、市民の「暮らしの質」を高めるとある。 

令和６年４月策定の「尾張旭市生活道路整備基本計画」の中で、市民にとって

身近な生活道路の更なる安全性や快適性を目指した、ひと中心の「暮らしの

みち」を整備することになっている。具体的な取組について３点に分け伺う。 

 

（１）尾張旭市生活道路整備基本計画の取組について 

  

（２）今後の整備地区について 

  

（３）庄中地区の整備内容について 

   

 

※ 申し合わせ事項に留意する。 
 


